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ひが し大雪地域 における夏期凍結層の確認(II)

清水 長正1)・山川 信之2)

FrozengroundatthemountainslopesaroundtheHigashiTaisetsuarea,

CentralHokkaido,intheSummerof2000

ChouseiSHIMIzu1),NobuyukiYAMAKAwA2)

は じ め に

大雪山系東部(ひ が し大雪地域)の 標高1000m

にも満たない森林におおわれた低山地では,こ れ

までに複数の地点で地中が通年凍結する現象=永

久凍土が確認 されている.永 久凍土は際立 った寒

冷地(周 氷河地域)の 環境を示す指標となるもの

であり,大 雪山では標高1650m以 高の高山帯に多

くの永久凍土が分布 している(Sone1990な ど).

これに対 して,ひ が し大雪地域の低所に点在する

永久凍土は,大 雪山の高山帯のような成帯的な周

氷河地域に分布する永久凍土とは異なるもののよ

うである.こ うした低所における永久凍土に関し

ては,そ の生成や存続など多 くの問題が残されて

いる.

昨年(2000年)8月 下旬に常呂川 ・音更川 ・美

里別川の上流域一帯の調査の機会を得,新 たに凍

結層および低温地点を確認 した(図1).前 報

(清水ほか1988,山 川 ・清水1989)ま での知見

に今回の資料を加え若干の考察を試みたので報告

する.

調 査 方 法

ひがし大雪地域で,こ れまでに凍結層が確認さ

れた地点の特徴は次のとお りである(清 水ほか

1988).

①地 形:崖 錐斜面の下部(谷 底の近傍)で,

②表層地質

③植

④地

斜面方位には規則性がない

マ トリックスを欠 く角礫層

生 上層にアカエゾマッの大径木,下

層に トドマツの中～小径木を配 し

た密度の高い針葉樹林

表 厚いこけ層が覆い,ミ ズゴケを伴

う
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以上の特徴のうち,① と②については空中写真

上での判読がある程度は可能である.ま た,斜 面

方位には規則性が認められないものの,ひ が し大

雪地域で最 も代表的な十勝三股十四之沢の永久凍

土地点の大きな特徴である北～北東向き斜面(日

陰側斜面)と いう土地条件(近 堂ほか1978,鈴

木ほか1987)に ついては,空 中写真上での判読

が十分可能である.

そこで,空 中写真判読によって,① ②のほか日

陰側斜面 という条件を満足する斜面を抽出 した

(写真1).判 読に使用 した空中写真は1972年 国土

地理院撮影1/4万(HO-72-12YC2～C8)で,

この空中写真を選定 した理由は,縮 尺が比較的小

さく1モ デル内で広範囲に判読が可能なこと,林

野庁撮影の空中写真よりも過高感が強 く日陰側斜

面が強調されることなどによる.判 読範囲は2万

5千 分の1地 形図 「石北峠」「曲 り沢峠」「常元」

「十勝三股」「クマネシリ岳」「東三国山」「幌加」

「幌加美里別ダム」「喜登牛山」「糠平」の10図 幅

にわたる.

DepartmentofGeography,Komazawa
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図1調 査位置図

1無 加川上流2幌 加九之沢 3ヌ プ リパ オ マ ナ イ沢4エ オ マ ピ リベ5ユ ウ ンナ イ川6幌 加 盤 の沢
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写 真1幌 加周辺の空中写真(立 体写真)1972年 国土地理院撮影HO-72-12YC6-20-21

凍結層や低温が確認された場所は日陰側の斜面で,空 中写真上では黒 く写 し出されている

現地調査は2000年8月20～24日 に実施 した.現

地では,空 中写真判読によって抽出 した斜面およ

びその近傍の林道で,車 中から放射温度計による

遠隔温度測定を行なった.そ の結果,と くに低温

を示す範囲で,斜 面を踏査 し,温 度セ ンサーを地

中に差 し込み,お よそ5℃ 以下を示す地点で試坑

を掘 った.凍 結層が確認された地点では,層 位ご

とに地温を測定 し,表 層地質 ・凍結層の状態 ・植

生 ・斜面地形などを観察 した.

凍結層が確認された地点

今回の調査で,試 坑により凍結層が確認 された

のは以下の4地 点で(図1),幌 加九之沢とエオ

マピリベの2箇 所は空中写真判読によって抽出さ

れた斜面で,無 加川とヌプリパオマナイ沢の2箇

所は空中写真判読によって抽出された斜面の対岸

斜面に当たる.

1無 加川上流

位置

調査年月日

標高(試 坑位置)

谷底～試坑位置の比高

2万5千 分の1地 形図

「石北峠」中央部

2000年8月24日

775m

約4m(沖 積面 より2m)

斜面方位

斜面傾斜

凍結面の深さ

地温

S100E

380

-8～21cm

Ocm:1.30C

-21cm:0
.3℃

石北峠東方の イ トムカ鉱業所跡付近 で は,

1969年 夏期に段丘堆積物中の氷塊を含む凍結層が

確認されている(安 達1974).イ トムカ鉱業所跡

か ら大雪国道を約1km石 北峠寄りが無加川の林

道分岐点で,林 道に入 り約2kmで 左岸か ら右岸

に渡る橋に達する.こ の橋付近の左岸側斜面では,

1972年9月 に岩塊の間の空隙の地温が5℃ 以下を

記録 しているが,氷 点下の地点は確認されていな

い(志 保井1973).こ の周辺の谷壁には,無 加熔

結凝灰岩が分布 しており,同 岩石か らなる急崖や

急斜面が発達する.

さらに700m進 み,2つ 目の橋で再び左岸 に戻

る.今 回の試坑位置はこの2っ 目の橋か ら上流方

へ200mほ どの左岸側斜面である(図2) .林 道沿

いにはハ ンノキにおおわれた狭い沖積面があり,

沖積面の背後は角礫が堆積する斜面 となっている.

試坑は沖積面から2m上 った斜面末端部に位置す

る.
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図2無 加川上流試坑位置図(1/2.5万 地形図 『石北峠』)

試 坑 の観 察で は,こ け層 ・粗腐植層 の直下 に長

径50cmの 岩 塊 が あ り,そ の下位 に長径20～10cm

の 角 礫 が堆 積 してい る(図3).岩 塊 下 の角礫 の

間 に は,ざ らめ雪 状 の氷 塊(最 大 で12×10×

4cm)が 充 填 して いた.凍 結面 は浅 く,部 分 的

には粗 腐植層 の下部 の8cm深 で凍 結が認 め られ

た.こ の凍結面が浅 い範囲 はきわめて狭 いよ うで,

水 平方向に10m・ 上 方 に5m程 度 離れた地点 では,

同 様 な角礫層 の55cm深 で1.7℃ で あ った.な お,

ざ らめ雪状 の氷塊 は,凍 結層 の状 態 と して はやや

珍 しく,お そ らく,何 らかの条件 で こけ層が欠落

す る部分 があ って降雪 が空隙部 に吹 き込み,そ れ

が氷化 し保存 された もの と考え られ る.

試 坑周辺 の植 生 は,樹 高25m・ 胸 高直 径50cm

ほ ど の大径 木 の アカエ ゾマ ッが高木 層 を,樹 高

7m程 度 の トドマッ ・ダケカ ンバな どが第2層 を

構成 す る.林 床 には,コ ヨウラクッッ ジ ・シャク

ナゲ類 ・トドマッの低木や ゴゼ ンタチバ ナなどが

見 られた.ま た,こ け層 には,一 部 で ミズ ゴケが

認め られ た.

試 坑背後の斜面全体 は,第2段 丘 とされ る山頂

の小起伏 面(1050m)か ら谷底(770m)ま で比

高280mの 規 模で,シ ソ輝石安 山岩 か らな ってい

る(斉 藤 ほか1960).斜 面 全体 の形状 は,谷 側に

多少にふ くらんだよ うな凸型斜面 であることか ら,

マ ス ・ムーブメ ン トによ って形成 された可能性が

ある.試 坑周辺 でみ られ る角礫 は凸型斜面末端の

崖錐堆積物 と考 え られ る.

2幌 加九之沢

cm

0

20

1～ll

lll

～ ≧ ～ 乏

馨

こけ層

根茎 混 じ り粗 腐植 層

←8月24日 の 凍 結 面

角 礫 層
(マ トリ ヅ ク ス フ リー/
ざ ら め 雪 状 の 氷 塊 が 充 填)

図3無 加川上流の柱状図

位置

調査年月日

試坑位置の標高

谷底～試坑位置の比高

斜面方位

斜面傾斜

凍結面の深さ

地温

2万5千 分 の1地 形 図

「幌 加 」 西 部

2000年8月20日

635m

約20m

N150E

330

-54cm

-9cm:5 .1℃

一29cm:2 .9℃

一54cm:0 .3℃

旧士幌線幌加駅跡付近 にある国道273号 の除雪

ステーションより九の沢の新規に付け替えられた

林道に入 り,ゲ ー トか ら約1kmで 九の沢にかか

る勝景橋に達する.勝 景橋の手前側(九 の沢の左

岸側)に は,幅30m・ 高さ15mほ どの規模の法面

崩壊跡があり,角 礫が露出 している.試 坑位置は

この崩壊跡の向かって右側の針葉樹林におおわれ

た斜面 で,林 道か ら約15m上 った地点 である

(図4).

試坑 で は,比 較 的 うすい粗腐植層下 に厚 さ

50cm以 上の角礫層が認め られた.角 礫層の最上

部には白色火山砂が挟在 し,上 部25cmま では腐

植質シル トのマ トリックスを有するが,そ の下位

ではマ トリックスを欠いている(図5).凍 結面

は角礫層上面か ら一50cm深 で,マ トリックスを

欠いた角礫の周囲に径1～2mmの 氷の粒が確認

された.

試坑周辺の植生について,高 木層では樹高20m・
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一

図4幌 加九之沢試坑位置図(1/2.5万 地形図 『幌加』)

胸高直径20～45cmの トドマッを主 とす るが,樹

高22m・ 胸高直径50cmの アカエゾマッも見 られ

た.ま た,径30～40cm程 度の切株(樹 種不明)

が多数ある.林 床はッッジ類が多 く,法 面崩壊跡

上部の林縁にはイソツッジがまとまって見 られた.

試坑位置のコケ類には ミズゴケが認められた.

試坑位置を含む斜面は,山 頂(833m)か ら谷

底(613m)ま で比高220mの 規模で,斜 面上部が

凝灰角礫岩,斜 面下部は礫岩 ・砂岩 ・頁岩 ・凝灰

角礫岩等の互層か らなっている(山 岸 ・松波

1976).斜 面全体の形状は,ほ ぼ直線型であるが,

下部は若干急傾斜で,九 之沢の攻撃斜面に当たる

ことか ら,開 析斜面とみられる.法 面崩壊跡や試

坑で認められた角礫は,開 析による崖錐堆積物で

あろう.

3ヌ カナン川支流ヌプリパオマナイ沢

位置

調査年月日

標高(試 坑位置)

谷底～試坑位置の比高

斜面方位

斜面傾斜

凍結面の深さ

地温

2万5千 分 の1地 形 図

「幌 加 」 南 東 部

2000年8月21日

590m

約20m

S800W

340

-155cm

-20cm:15 .2℃

一45cm:10 .1℃

一80cm:3 .2℃

一115cm:1
.7℃
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こけ層
粗腐植層
灰白色火山砂含む角礫層

角礫層
(マ トリヅクス;腐 植 質 シル ト)

角 礫 層

(マ ト リ ヅ ク ス フ リ ー)

←8月20日 の 凍結 面

幌加九之沢の柱状図

一155cmO
.5。C

ヌカナン川にかかる南熊根尻橋か らヌプリパオ

マナイ沢沿いの林道に入 って約4kmで,2万5

千分 の1地 形図の 「幌加美里別 ダム」図幅か ら

「幌加」図幅に移 る地形図の境界部 となる.そ の

付近の左岸側斜面に作業道が開削されてお り,林

道か ら約15m上 った作業道の法面下に試坑を掘 っ

た(図6).

作業道の法面(高 さ約120cm)と 法面直下の試

坑(深 さ約40cm)の 観察か らは,表 層の こけ層

はうす く,根 茎混 じりから角礫混 じりの腐植質シ

ル ト層が45cmで,そ の下位が厚さ70cmの 角礫層

となる(図7).角 礫層は,最 大径18cm・ 平均径

5cm程 度の扁平な角礫からなり,マ トリックス

を欠いている.ま た,礫 の扁平な面の傾 きが斜面

方向および傾斜に一致す る堆積構造を顕著に示 し

ている.角 礫層の下位は,礫 間の空隙率が小さく

なり,堆 積構造 も認められなくなることから,基

盤岩の破砕部と考えられる.こ の基盤岩の破砕部

の上面か ら40cm下 が凍結面で,節 理の開口部に

径 ⊥～2mmの 氷の粒が確認 された.

作業道周辺 は最近の間伐跡地で,径30cm以 上

の樹木が伐採されているようである.樹 高10m・

胸高直径10～20cm程 度の トドマッは多 く残され

ており,一 部で樹高13m・ 胸高直径25cmの アカ

ェゾマッも見 られた.低 木は伐採時に取 り除かれ

たようでほとんどない.な お,こ け層には ミズゴ

ケが認められなかった.
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こけ層

根 茎混 じ り粗 腐植層

角礫 混 り腐植質 シル ト層

角 礫 層

(マ ト リ ヅ ク ス フ リ ー)

←8月21日 の 凍結 面

破砕 され た基 盤岩

図6ヌ プ リパオマナイ沢試坑位置図

(1/2.5万 地形図 『幌加』『幌加美里別ダム』) 図7ヌ プリパオマナイ沢の柱状図

試坑位置を含む斜面は,尾 根部(850m)か ら

谷底(555m)ま で比高295mの 規模で,斜 面上部

が流紋岩,斜 面下部は熔結凝灰岩からなっている

(高橋 ・三谷1970).試 坑位置の上方には段丘状

の緩斜面があり,そ の背後の斜面には浅い谷型斜

面が発達 している.

4ク マネシリ岳北麓エオマピリベ

位置

調査年月日

標高(試 坑位置)

谷底～試坑位置の比高

斜面方位

斜面傾斜

凍結面の深さ

地温

2万5千 分 の1地 形 図

「ク マ ネ シ リ岳 」 西 部

2000年8月24日

950m

約6m

N100E

28。

一60cm

-10cm:2 .4℃

一25cm:1 .8℃

一45cm:1 .2℃

一60cm:0
.3℃

山頂の南東側 に見事 なテーブルマウ ンテ ンを形

成す るクマネ シリ岳(1586m)周 辺 で は,南 麓 の

ヌカナ ン川 上流(清 水 ほか1988)や 北 東麓 の美

里別川支流 コロ コロ沢(山 川 ・清水1989)な ど

で凍結層が確認 されている.

クマネシリ岳北麓の美里別川最上流部,エ オマ

ピリベは谷間が小盆地状に開け,森 林におおわれ

た古 い土石流堆が幅200～300m・ 長 さ約2kmに

わたって広がっている.エ オマピリベのクマネシ

リ岳登山口から林道跡に沿 った登山道を進むと,

斜面の登 りになる手前で土場跡に達する.土 場跡

の背後には,高 さ約5mの 法面があり,コ ケにお

おわれた岩塊が認められる.そ の法面からやや上

方の斜面上が試坑位置である(図8).

試坑の観察では,粗 腐植層および腐植層が厚 く,

粗腐植層には白色火山砂がパ ッチ状に散在する.

その下 には厚さ35cmの 腐植質粗砂のマ トリック

スを有する角礫層,さ らに下位はマ トリックスを

欠 く角礫層が堆積する(図9).凍 結面 は,マ ト

リックスを有する角礫層 とマ トリックスを欠く角

礫層の境界部に当たる.下 位のマ トリックスを欠

く角礫層では角礫の周囲に径1～2mmの 氷の粒

が認められ,一 部では径20mm前 後の氷塊 も確認

された.

試坑位置周辺 の植生 は,樹 高8m・ 胸高直径

12cm程 度の トドマッが多いが,斜 面上方 には樹

高12m・ 胸高直径15cmの アカエゾマツがある.
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林床は樹高1～1.5mの トドマッ ・イタヤカエデ ・

クロウスゴ ・コヨウラクッッジなどで,そ の他草

本ではゴゼンタチバナも見 られた.土 場か ら試坑

位置に上 る法面には岩塊を覆って ミズゴケが密生

しており,ま た試坑位置のこけ層にもミズゴケが

認められた.

試坑位置から背後の斜面 は,ク マネシリ岳の稜

線(約1550m)か ら試坑位置(950m)ま で比高

600mに およんでおり,お よそ1200mよ り上方が

両輝石安山岩からなる急斜面,そ れより下方は熔

結凝灰岩か らなっている(長 谷川 ・渡辺1964).

下方の斜面は,細 長い舌状地形で,表 面 には径

1m前 後の岩塊が堆積 している.舌 状地形の末端

(試坑位置付近)で は角礫間が凍結 していること

などか らみて,周 氷河性岩塊流である可能性が高

い.

低温が観測されたが氷点に達 しなかった地点

幌加付近の音更川右岸側か ら流入する支流,ユ

ウンナイ川および盤の沢の2地 点では,試 坑での

地温測定の結果,あ る深度で氷点近 くまで下がる

ものの,そ れ以深では,地 温が逆転 して上昇 し,

凍結層は確認 されなかった.2地 点とも,空 中写

真判読によって抽出された北向きの斜面で,今 後,

近傍で凍結層が確認される可能性が残されている.

5幌 加温泉下流側ユウンナイ川

位置

調査年月日

標高(試 坑位置)

谷底～試坑位置の比高

斜面方位

斜面傾斜

地温(2000.8.24)

2万5千 分 の1地 形 図

「幌 加 」 西 部

2000年8月23日

610m

約20m

N100E

45。

一13cm:2
.9℃

一33cm:1 .3℃

一58cm:2 .20C

ニペソッ山登山道分岐点の広場か ら森林内の踏

跡をたどりユウンナイ川の河床 に出ると,対 岸

(右岸側)に 高 さ10mほ どの渓岸崩壊が生 じてい

る.崩:壊 深が数10cm程 度の表層剥離型崩壊で,

崩壊面には基盤岩(凝 灰角礫岩)が 露出している.

試坑位置 はこの崩壊地の上方の急斜面であ る

(図10).

試坑では,マ トリックスを欠 く角礫層の厚 さが

20cmと 薄 く,そ の下位は角礫を含む砂層 となる

(図11).地 温はマ トリックスを欠 く角礫層の基底

で1.3。Cを示 したが,そ の下位では2.20Cと上昇 し

た.
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盤 の沢 の谷 口付近 に幌加発電所 の取水堰があ り,

そ こか ら約100m上 流 で右岸 側 に20mほ ど急斜 面

を上 った地点が試坑位置 であ る(図10).

試 坑 で は,マ トリックスを欠 く角 礫層 が厚 さ

40cmあ り,そ の下位 に厚 さ25cmの 角 礫混 じり腐

植質砂～ シル ト層,さ らに下 位が砂 ～ シル トの マ

トリックスを もっ角礫層 とな る(図12).地 温 は,
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腐植質砂～ シル ト層 とマ トリックスを もっ角礫層

の境界部(76cm深)で0.8。Cま で低下 す るものの,

そ の下位 の角礫層 では1.10Cと や や上昇 した.

若 干 の 考 察

今回の調査で凍結層が確認された4地 点は,そ
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れそれ空中写真判読によって崖錐斜面 ・密度の高

い針葉樹林 ・日陰斜面などの条件が満足された斜

面,ま たはそうした斜面の近傍に当たる.ま た,

凍結層は認められなかったものの著 しい低温が観

測 された地点 も同様の斜面である.こ うしたこと

から,凍 結層の確認にあたっては,上 述 した特徴

を広範囲に把握できる空中写真判読による予察が

有効とみ られる.

斜面方位は,北 向きの日陰斜面だけでなく,無

加川では南向き,ヌ プリパオマナイ沢では西向き

斜面で凍結層が確認された.そ こで斜面方位 と日

射の関係についてみれば,日 照時間が長い5～

8月 の午後半ば以降には太陽が西北西側に廻 り,

北向きの斜面でも日射を受けることになり,逆 に

南向き斜面が 日陰 となる.午 後の気温上昇時の日

射は,凍 結層の維持には不利のようで,西 向き斜

面のヌプリパオマナイ沢では凍結層が認められた

ものの凍結面が深い.ま た,そ の時間帯で日陰に

なる南向き斜面の無加川では凍結面が浅い場所も

ある.一 般に凍結層は斜面方位に関係な く存在す

るが,以 上の日射条件 と凍結面の深度を考慮すれ

ば,凍 結面の深度が浅 く凍結層の維持に最 も好条

件な方位 は北東向き斜面 と推定される.

ところで,韓 国慶尚南道のウールムゴル(氷 谷)

の崖錐斜面では,夏 期に氷結現象が起こることが

知 られている.一 説 として,崖 錐堆積物(岩 塊層)

中の腐植層が毛細管の役割をな し,夏 季にはそこ

からの蒸発によって気化熱が奪われ,周 囲か らの

熱よりも気化熱が大きい場合に蒸発面で氷点とな

ることが述べられている(黄 ・文1981).ひ が し

大雪地域で凍結層や低温が認められた地点の多 く

ではミズゴケなどの厚いこけ層が存在するので,

そこからの蒸発によって同様の現象が起 こり,日

射を受ける南 ・西向き斜面で も夏季に凍結層を維

持する保冷効果をもたらした可能性 もあろう.

今回,凍 結層が確認された4地 点の表層地質は,

いずれもマ トリックスを欠 く角礫層が比較的厚 く

堆積 している.角 礫間の空隙が凍結層を維持する

保冷効果を促すようである.ユ ウンナイ川および

盤の沢の2地 点では,角 礫層の下部で氷点に近い

低温が観測されたが,そ の下位で地温は逆転 し上

昇 した.こ れらの地点は,斜 面が400以 上の急傾

斜で,マ トリックスを欠 く角礫層が比較的薄いこ

とか ら,お そらく,角 礫層の空隙部の厚さが過小

であり,夏 期まで低温を維持 してはいるものの凍

結層を存続させるほどの保冷効果がなかったもの

と考えられる.

凍結層や低温が認められた地点の特徴として,
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谷底付近の低所 という条件 も重要である.今 回の

試坑位置 もすべて谷底か らの比高が20m以 下で,

無加川では沖積面よりわずか2m上 った地点で凍

結層が確認 された.や や古 い資料 であるが,

1988年7月22日 に十勝三股十四之沢の永久凍土の

斜面において,稜 線付近の作業道(1020m)か ら

谷底(835m)ま での表層部の地温測定結果を示

す(図13).地 温は斜面上部では10℃ 以上と高い

が,斜 面下部 の920mよ り下では3。C以 下の低温

を示 している.

こうした斜面下部が低温 となる状況は,斜 面の

地中の空隙を冷気が徐々に降下 し斜面下部で冷気

が吹き出すという風穴の現象(江 川 ほか1980,

角田1998な ど)に も類似す る.前 述のウールム

ゴルや福島県会津地方湯野上温泉付近の中山風穴

などでは,冬 期において,角 礫層の下層部の空隙

を伝って寒気が降下,逆 に角礫層の表層部では上

昇流があるといった対流を形成 し,斜 面下部の冷

却を促 している.一 方,夏 期においては対流が逆

になり,表 層部で冷気流としての下降流となり,

角礫層の下層部では冷気流の補償流として上昇流

が認められるという(田 中1997,Tanakaet.al.

2000).こ れに関 してひが し大雪地域で も,澤 田

(2000)は 然別火山西ヌプカウシヌプ リの岩塊斜

面で永久凍土に関連する風穴現象を認めた.そ れ

によると,積 雪期には斜面最上部で暖気を放出す

る温風穴があり,無 雪期には斜面下端部に凍土と

それに起因する冷風穴が確認 されている.い ずれ

にしても,あ る程度の厚 さをもったマ トリックス

を欠 く角礫層の存在は不可欠で,そ うした空隙を

っ くる表層地質条件があって風穴または対流が起

こり,斜 面下部で凍結層を存続させる低温を維持

させたということは十分に考えられよう.

以上の諸点を勘案すると,近 堂ほか(1978)に

よって確認 ・記載され天然記念物にも指定 された

十勝三股十四之沢の永久凍土地点は,北 東向き斜

面であること,河 床に近い斜面末端部にマ トリッ

クスを欠 く角礫層が4m以 上 も厚 く堆積すること,

さらには密度の高い大径木のアカエゾマッ林が残

存 し,地 表は厚いこけ層におおわれていることな

どからみて,凍 結層が生成 ・存続されうる最 も典

型的な斜面 とみなすことができる.

あ と が'き

前報(清 水ほか1988)以 来10年 以上経過 して

しまったが,そ の間に,糠 平温泉西方の糠平川右

岸側斜面や国道273号 の丸山橋付近などで凍結層

確認のニュースがあった.と もに道路法面開削の

際に現れたものである.糠 平川右岸側斜面につい

ては今回踏査 してみたが凍結層の再確認はできな

かった.

糠平 における例年夏の最高気温はほぼ25～27℃

であり,稀 に30℃ に達する日がある程度である.

ところが1999年 の夏は全道的に猛暑で,糠 平でも

8月 中に30。C以上の日が6日 を数え,8月9日 に

は最高気温32.50Cの 暑さを記録 した(糠 平のアメ

ダスデータ).法 面に現れた凍結層は,こ うした

夏の暑 さを遮蔽できずに融解 して しまった可能性

がある.

永久凍土の情報 は道路工事等で開削された法面

から得 られることが多いが,そ れによって露出し

た凍結層は融解 し,や がて消滅することにもなろ

う.永 久凍土 は地中の現象ゆえに確認は困難で,

開削による法面の情報 は重要である.し か し,そ

の結果 として凍結層が融解 して しまうのでは,貴

重な自然現象が失なわれるというマイナス面も大

きく,さ らにそこの斜面の環境を変化 させて しま

うこともありうる.法 面開削による凍結層露出後

の処置や初動調査などに関するマニュアルの作成

も必要と思われる.

ひが し大雪博物館の川辺百樹氏からは各種の情

報を得,ま た本稿作成にあたっても助言いただい

た.御 礼申し上げます.
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Summary

Sporadicpermafrostoccurrencesareknowntobepresentinthemountain

slopesofaheightlowerthan1000ma.s.1.aroundtheHigashiTaisetsuarea

(430～44。N),CentralHokkaido.Authorsinvestigatedthefrozenground

sporadicallydistributedinthelowmountain(altitude590～950m)inAugust
,

2000.Inthissurvey,frozenground'andalowgroundtemperatureof

approximatelyfreezingpointwereobservedatseverallocationsinthe

mountainslopes.Thevariousconditionsoftheseslopesareasfollows;

1)Landformandlocation;lowerpartoftalusslope-nearthevalleybottom

2)Subsurfacegeology;bracciawithoutmatrix

3)Vegetation;subarcticforestconsistofhighdensityconiferoustrees一 、P'cεα

91ε乃η〃(firsttreelayer),zlZ)'θ33αc乃01'η θη3/3(secondtreelayer)

4)Earthsurface;thickmosslayerwithε ψog〃 〃〃2

Theconditionsdescribedaboveindicatethattheseareaswouldmaintain

frozengrounduntilsummer.Suchfrozengroundinsummersuggestthat

sporadicpermafrostoccursatpresent.


